
熊本市道路パトロール実施要綱 

 

制定 平成２４年 ３月 ９日   土木部長決裁 

改正 平成２４年 ８月２２日 道路整備課長決裁 

 改正 令和 ５年 ４月 １日   土木部長決裁 

 

（趣旨） 

第１条   この要綱は、熊本市が管理する道路法（昭和２７年法律第１８０号）第

５条第１項、第７条第１項及び第８条第１項に規定する一般国道、県道及び

市道（以下「道路」という。）を対象として、道路を常時良好な状態に保つ

ことができるよう道路パトロール（以下「パトロール」という。）を実施す

るために必要な事項を定めるものとする。 

 （定義） 

第２条   この要綱においてパトロール車とは、道路交通法施行令（昭和３５年政

令第２７０号）第１４条の２の規定による道路維持作業自動車をいう。 

（対象区域） 

第３条   パトロールの対象区域は、市長の定めた各土木センターの所管する範囲

内の道路とする。 

（種類と実施回数） 

第４条   パトロールの種類及び実施回数は、次のとおりとする。ただし、土木セ

ンター所長は、パトロールの実施回数を道路状況等により、区間を設定して

増減することができる。 

２ パトロールの種類等は、次のとおりとする。 

種類 内容 実施回数等 

通 常 パ ト

ロール 

交通量の多い道路道を平常

時（休日を含む。）において

日常的に実施されるものを

いう。 

(1) 交通量５，０００台／日以上

の道路 週４回以上 

(2) 交通量５，０００台／日未満

～１，０００台／日以上の道路 

  週２回以上 

(3) 上記以外で比較的交通量が多

くパトロールが必要と判断される

道路 月３回以上 

夜 間 パ ト

ロール 

道路照明灯、視線誘導標等

の交通安全施設の夜間にお

３か月に１回の年４回（６月、９月、

１２月、３月） 



ける視認性を点検するため

実施するものをいう。 

歩 道 パ ト

ロール 

通学路及び主要な医療機関

付近の歩道の点検を実施す

るものをいう。 

土木セ ン ター 所 長が特に 必 要が あ

ると認めた場合に実施する。 

歩 道 橋 パ

トロール 

防護柵及び塗装等の破損や

老朽化等を点検するため実

施するものをいう。 

年に１回（７～９月の間） 

自 転 車 専

用 道 路 パ

トロール 

自転車専用道路の点検を定

期 的 に 実 施 す る も の を い

う。 

毎月１回の年１２回 

災 害 防 止

パ ト ロ ー

ル（道路区

域外） 

道路区域外に起因する災害

を防止するため定期的に点

検を実施するものをいう。 

道路区域外に起因する倒木、落石又

は工作物の倒壊等により、過去に事

故が発 生 した 若 しくはそ れ に伴 い

発生するおそれがあった箇所、又は

道路の 損 傷若 し くは通行 に 危険 を

生じさ せ るお そ れがある な ど土 木

センタ ー 所長 が 必要であ る と判 断

した箇所を実施する。 

年に２回（５～７月、１～３月） 

 （パトロールの構成） 

第５条   パトロールの構成は、１班３名（責任者１名、運転手１名、監視員１名）

とするものとする。 

（パトロール責任者） 

第６条   パトロール業務の監督を行い資料の作成及び実施状況の報告等を行う者

としてパトロール責任者を置く。 

２ 市職員によるパトール責任者は、作業長等をもって充てることとし、民間業者

によるパトロール責任者は、現場責任者をもって充てる。 

（パトロール班員の服装等） 

第７条   パトロール業務を履行する場合は常に腕章と安全帯を着用するほか、市

職員は職員証を、民間業者は身分証明書（市発行）を携帯し、関係人の請求

があったときはこれを呈示する。 

（パトロール車の常備器具） 

第８条   パトロール車には、管内図、筆記用具、カメラ、巻尺、ロードコーン、

つるはし、ハンマー、常温合材等パトロールに必要な器具を常備するものと



する。 

（実施方法） 

第９条   パトロールの実施方法は、原則としてパトロール車からの視察できる範

囲とし、道路の異常及び破損等を発見するものとする。ただし、災害防止パ

トロールを実施する場合及び必要がある場合は、徒歩により実施するものと

する。 

 （業務） 

第１０条  パトロールにおける業務は、別表のとおりとする。 

 （週間パトロール実施計画書） 

第１１条  パトロール責任者は、前週末までに週間パトロール実施計画書（様式第

１号）を作成し、土木センター維持課長の承認を得るものとする。 

2   パトロール責任者は、前週末までに班員へ週間パトロール実施計画を周

知するものとする。 

（パトロール日誌） 

第１２条  パトロール責任者は、パトロール終了後、速やかにパトロール日誌（様

式第２号）を作成し、土木センター維持課長へ報告しなければならない。 

 （班員による応急処置） 

第１３条  別表に定めた各道路パトロール業務について、パトロール班員は、その

場で対応可能なものを行うものとする。この場合において、その後の対応が

必要な箇所については、異常箇所報告書（様式第３号）を作成し、パトロー

ル日誌とともに土木センター維持課長へ報告しなければならない。 

 （緊急対応） 

第１４条  前条の規定による応急処置が困難なもので緊急を要するものは、直ちに

土木センター維持課長へ報告し指示を仰がなければならない。 

（報告） 

第１５条  土木センター維持課長は、特に重要と認められる事項については、土木

センター所長に速やかに報告しなければならない。 

（その他） 

第１６条  この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２４年８月２２日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 



別表（第１０条関係） 

熊本市土木センター道路パトロール業務 

業務内容 処置内容 処置範囲 

舗装部異常（ポットホー

ル・陥没・舗装の段差や

劣化）の発見及び応急処

置 

①位置の記録及び状況

把握写真 

②穴埋め 

①発見した異常箇所は、全て報告

（位置図・写真等）対象 

②短時間で対応でき、常備してい

る袋詰常温混合材等で処理でき

る範囲 

桝及び側溝異常（蓋の破

損・落込み・段差）の発

見及び応急処置 

①位置の記録及び状況

把握写真 

②ロードコーン・鉄板の

設置等 

①発見した異常箇所は、全て報告

（位置図・写真等）対象 

②常備しているロードコーン・鉄

板の設置等、短時間で対応できる

範囲 

路面表示（区画線・文字

等）が消えかかっている

部分の発見 

①位置の記録及び状況

把握写真 

①発見した異常箇所は、全て報告

（位置図・写真等）対象 

カーブミラー破損の発

見及び応急処置 

①位置の記録及び状況

把握写真 

②応急処置 

①発見した異常箇所は、全て報告

（位置図・写真等）対象 

②短時間で対応できる範囲 

歩道部異常（タイルや縁

石の破損）の発見及び応

急処置 

①位置の記録及び状況把

握写真 

②応急処置 

①発見した異常箇所は、全て報告

（位置図・写真等）対象 

②短時間で対応でき、常備してい

る袋詰常温混合材等で処理でき

る範囲 

路上落下物等の処置 ①位置の記録及び状況

把握写真 

②除去 

①発見した異常箇所は、全て報告

（位置図・写真等）対象 

②短時間で対応できる範囲 



街路樹支障（枝折れ・垂

下り）の発見及び応急処

置 

①位置の記録及び状況

把握写真 

②除去 

①発見した異常箇所は、全て報告

（位置図・写真等）対象 

②短時間で対応できる範囲 

危険箇所の発見及び応

急処置 

①位置の記録及び状況

把握写真 

②バリケード、ロープ、

ロードコーン等の設置 

①発見した異常箇所は、全て報告

（位置図・写真等）対象 

②短時間で対応でき、常備してい

る資材（組立式バリケード、ロー

プ等）で対応できる範囲 

動物死骸処理 ①位置の記録及び状況

把握写真 

②ビニール袋に入れ土

木センターへ運搬 

①発見した異常箇所は、全て報告

（位置図・写真等）対象 

②短時間で対応できる範囲 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

週間パトロール実施計画書 

月  日 曜日 午前・午後 コース名 重点的留意事項 班員名 

 月  日 月 午前    

 月  日  午後    

 月  日 火 午前    

 月  日  午後    

 月  日 水 午前    

 月  日  午後    

 月  日 木 午前    

 月  日  午後    

 月  日 金 午前    

 月  日  午後    

 月  日 土 午前    

 月  日  午後    

 月  日 日 午前    

 月  日  午後    

備 考 

 

 

 

維持課長 補佐 係長 担当職員 

    

車両番号  

様式第１号（第１１条関係） 



 

 

 

 

 

 

道路パトロール日誌 

  年  月  日  曜日 天候（   ） 

重点的留意事項 

 

 

 

 

出発時刻 到着時刻 走行距離         コース名、主要地点通過時刻 処置状況、報告事項 

時 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 位置 

（ゼンリン） 
業務番号 業務内容 

処置状況 

済・未 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車両番号  

運転手  

監視員  

監視員  

維持課長 補佐 係長 担当職員 

    

様式第２号（第１２条関係） 



 

 

 

 

 

 

異常箇所道路報告書 

  年  月  日  曜日 天候（   ）                                 No，        

 

車両番号  

運転手  

監視員  

監視員  

維持課長 補佐 係長 担当職員 

    

路線名 箇所 指示業者 指示者 東 西 北 富合 城南 植木 

 熊本市      地先    P ― 

現場状況及び対応 

 

 

 

 

 

指示事項 

 

 

 

 

 

緊急度 

A 今日または明日に対応 

B 1 週間内に対応 

C それ以降に対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第３号（第１３条関係） 


